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ラット N-メチル-D-アスパラギン酸（N-methyl-D-aspartate: NMDA）障害モデルを用い、SYTOX オレンジを
硝子体注射した 10 分後に、共焦点走査型ダイオードレーザー検眼鏡（ confocal scanning laser 
ophthalmoscope: CSLO）を用いて網膜表層の SYTOXオレンジ陽性細胞の生体内イメージングを行った。また網
膜伸展標本でも網膜表層の SYTOXオレンジ陽性細胞を蛍光顕微鏡で評価した。さらに、予めフルオロゴールド





生体内イメージングシステムにより NMDA 障害による SYTOX オレンジ陽性細胞を定量的に評価可能であり、
網膜伸展標本上での評価でも同様の結果であることが明らかとなった。また網膜伸展標本において、NMDA 障





短時間かつ簡便に RGC 死を定量的に評価可能であること、神経保護薬である SNJ-1945 の神経保護効果につい
ても定量的に評価可能であることが明らかとなった。今後、本研究結果が RGC死の病態解明や新規神経保護治
療の開発の促進に寄与することが期待される。 
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